
BWF の改定による競技規則の変更 

 
① P.9  第 9 条 第１項 旧(1)が (1)と(2)に分けられた。 

(1) サーバーとレシーバーがそれぞれの体勢を整えた後は、両サイドともサービスを不当 

に遅らせてはならない。 

(2) サーバーのラケットヘッドの後方への動きが完了した時点が、サービスの始まりを不 

当に遅らせているかどうかの判断基準となる（本条第 2項参照） 

② P.14  第 13 条 第 3 項(2) 旧(3)が(2)に変わり、「両ポスト間と明確化された。 

項目数が 10 から 9に減った。 

(2) 両ポスト間のネットの上を越えなかったとき。 

③ P.18  第 16 条 第 7 項(1) ② ｢警告後の同種の違反行為｣を「執拗な違反」とすることを明示。 

    ② 一度警告を受けた後、再び違反した場合は、そのサイドをフォルトにする。一つのサ 

イドによる警告後の同種の違反行為によるフォルトは執拗な違反と見なされる。 

④ P.30  審判用語 3.25、3.26「サービスコート」と修正とを明示。 

       3.25 「間違ったサービスコートからサーブしました」 

    3.26 「間違ったサービスコートからレシーブしました」 

⑤ P.81  第 3 条 第 5 項（4）③「不当に」の挿入。 

   ③ ゲーム中、もし、プレーヤーが不当に中断しない範囲であれば、プレーヤーは、主審 

の判断で、すばやいタオルの使用や給水が許可されることがある。 

⑥ P.81  第 3 条 第 5 項（6）②「長ズボン」への変更。 

⑦ P.84  第 3 条 第 5 項（10）これは、BWF の「プレーヤーズ コード オブ コンダクト」を訳 

出したもので、従来は「スポーツマンらしく」と言う文言を含む 2 項目を規程していたが、 

当然のことだと言うことで削除されたのに合わせて、1項目の規程とした。 

（10）主審、サービスジャッジ、線審の判定に影響を与えるような、身振り手振り、そして 

ラケットを使用しての威嚇、或いは言葉による冒涜等、いかなるプレーヤーの違反行 

為も競技規則第 16 条第 6項（4）と同様の違反行為とみなす。 

⑧  P.85 第 3 条 第 7 項（2）時系列に従って明確化された。 

(2)  インターバル（競技規則第 16 条第 2項）中の「不品行な振舞い」はゲーム中のそれ 

と同様に処理される。これは、「不品行な振舞い」が起きたらすぐに、本項（3）から 

（5）のいずれかの適当なコールをする。インターバル（競技規則第 16 条第 2項）の

後のプレーの始めに、まず、「…ゲーム、ラブオール」とコールし、競技規則第 16 条

第 7項(1)②あるいは同規則第 16 条第 7項(2)の違反の場合のみ、主審は「…［プレ

ーヤー名］、フォルテッド」とコールする。その後、場合によっては、｢サービスオー

バー｣とコールし、続いてスコア、最後に｢プレー｣をコールする。もし、プレーヤー

が競技役員長(レフェリー)により失格宣告された場合は、｛…[プレーヤー名]、ディ

スクォリファィド フォー ミスコンダクト（失格）｝コールし、その後本規定第 3

項(8)をコールする。 

 



⑨ P.86  第 3 条 第 7 項（7） 新しい項目の追加 

     (7) コート上での、マッチ（試合）の前またはマッチ（試合）の後の「不品行な振舞い」 

は、本項（3）から（6）のいずれかの処置をする。その「不品行な振舞い」について 

どんなことであっても記録し競技役員長（レフェリー）に報告し、処置をする。しか 

し、それはマッチ（試合）のスコアには何の影響も与えるものではない。   

⑩ P.88  図の説明文と番号を本文に合わせて変更 

 


